
キャリアデザイン

演習B

第７講

アイディアを出してチームに貢献する

（Ⅱ）



重要な
お知らせ

第１週～第６週までの課題は

６月３０日までに提出してください

提出しない回は０点評価です

※ 出席した回のみ提出してください



１．授業の狙い • 「会員企業に実施した採用と大学改革への期待に
関するアンケート結果」 2022年1月日本経済団体連
合会

＜特に期待する資質＞ ＜特に期待する能力＞



ざっくり小樽
• 観光客数 7,814,200人（コロナ前2019年）

• 人口2018年４月117,783人➡高齢者46,249人（39.3％）

• 人口2023年４月107,871人➡高齢者44,856人（41.6％）

• 新生児 2000年970人➡2022年385人

• 町内会長 75％が70歳以上

• 空き家数 平成20年7,940棟➡平成30年11,200棟
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実は観光客が多くて賑わっているように見えるが
課題が山積のまち！

毎年2000人減



アイディアを出して小樽市の課題を解決しよう！

テーマ



第６講～第１０講の予定

• テーマは「アイディアを出して小樽市の課題を解決しよう」です

• 第６講～第１０講まで連続５回同じメンバーでグループワークを行いま

すので極力欠席しないようお願いします

【第6講】

小樽市の課題を

調査する

【第7講】

解決する課題を

一つに絞る

【第8講】

ブレストでアイ

ディアを出す

【第9講】

解決策をプレゼ

ンにまとめる

【第10講】

小樽市職員にプ

レゼンする

パワポで作成します 職員が見学します



小樽市が抱える福祉課題
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４つのグループに分かれます

ス
ク
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ン

窓 側

廊下側

①住環境
サイレンス

②子ども子育てA
チルドレン

③子ども子育てB
こどもサイコー

クラブ

④高齢介護
ワンフォーオール



５つのグループに分かれます

ス
ク
リ
ー
ン

教 室 ラウンジ

①高齢介護
トレーニー
ササキ

②子ども
子育てA
ラーメン

④子ども
子育てC

チャイルド
グループ

⑤地域活動
オタリスト

③子ども
子育てB

オタール・
ハタモト



４つのグループに分かれます

ス
ク
リ
ー
ン

教 室 ラウンジ

①住環境
Living

②地域活動
老人と海

③子ども
子育て

Tomorrow
Research

④高齢介護
仮）スギカ

フン



役割分担をしよう！

書記
全員の意見をホワ
イトボードに記載

する
やってみたい人
毎回変わっても可

パワポ担当
小樽市職員に提案
するプレゼン資料
をパワポで作成
名簿赤字の人

複数いるチームは
助け合う

リーダー
話し合いを進めて
課題に対する解決
策をとりまとめる
やってみたい人
休まない人

サブリーダー
リーダーが不在の
ときに話し合いを

進める
やってみたい人
休まない人

揃っているか？確認して、
“いない担当”は

新たに決めてください！



リーダーにお願いです！

指名制
〇〇さん

意見をお願いします

挙手制
意見のある方は
挙手を願います

脱線しない
テーマに関係のない会話はや
めて話合いに集中しましょう

サブリーダーも
テーマに集中でき
る環境づくりに協
力してください



解決する課題を
一つに絞る！

課題A 課題B 課題C

課題?



moodleを開こう！

• 各テーマの課題を、

moodleに保存しています

• 各自ファイルを開いて、

内容を確認しながら話し

合いを進めてください



解決する課題を一つに絞りこもう！

候補にした
３つの課題を
ホワイトボード

に記載

課題A

課題B

課題C

＜選ぶ基準＞
①困っている人の気持ち
を理解し共感できるか？
②自分たちが自らやる気
になれるか？

一つに絞る

組合せも可

課題A

課題D

絞り込んだ課題を文章化して
ホワイトボードに記載

私たちは●●が
■■で困っている
課題を解決する

私たちが
助ける相手

絞り込んだ
課題第６講配布資料（子ども子育て・高齢介護・

住環境・地域活動）を見ながら絞り込む



チーム✕✕

私たちは●●が■■で困っている課題を解決する

決まったらでっかく書く！

候補にした３つの課題と

メンバーから出された意見や選んだ理由

をここに記載

２行分ほど
空ける

困っている人に
寄り添えるか？

全員がやる気に
なれる課題か？

時間の目安：15分選ぶ基準



他者のアイディア
を参考にする！

誰かのアイディアに
刺激をもらうと、
新しいアイディアを
思いつきやすい



使えそうなアイディアを選ぶ

• 「小樽市しあわせな地域づくりワーク
ショップ意見集」を読む

• 自分たちが絞り込んだ課題を解決する
際に使えそうなアイディアを選択する

• ５ページに、選んだアイディアの番号
と選んだ理由を記載する

• 独自に考えた新しいアイディアがあれ
ば、それも記載する

最大５つ
少なくてもよい

時間の目安：15分



他者のアイディアを参考にする

• リーダーは、選んだアイディアを一人ず
つ発表させる

• 書記は、ホワイトボードに記載する

• 全員で、ホワイドボードを見ながら、
アイディア同士を組み合わせたり、
自分が知っている取組と結び付けて、
解決に使えそうなアイディアを作って、
どんどん発表してみよう！

それな

時間の目安：20分

本日の課題です！
しっかりメモしておきましょう

思いついたら
すぐ発表！



チーム✕✕

私たちは●●が■■で困っている課題を解決する

ここに

各自が意見書から選んだアイディア
をできるだけ多く記載しよう！

新しいアイディア・思いつきのアイディアも大歓迎

時間の目安：20分消さないで！

それな

思いついたら
すぐ発表！

全文を書かないで
下線部分だけを記
載すると見やすい



To be 
continued



第７講の課題

• 以下の質問への回答をmoodleからオンラインテキストで提出してくださ

い。

1. 一つに絞り込んだ「解決する課題」を記載してください。

2. ホワイトボードに記載されたアイディアをすべて記載してください。

3. 新たに思いついたアイディアがあれば記載してください。加点します



第８講の予習～求む情報

• すでに世の中で実行されている取組で、自分
たちの解決方法の参考になりそうな取組を
ネットから探してください

• ChatGPTを使って質問しても構いません

• 探した情報はスマホやパソコンで表示させ、
キャプチャーした画像をこちら（Googleドラ
イブ）に投稿してください

• 「子ども・子育て」「高齢・介護」「住環境」
「地域活動」フォルダに分かれていますので、自
分たちのテーマに該当するフォルダに保存してく
ださい

https://openai-chatgpt.jp/
https://drive.google.com/drive/folders/1vwRycW8WC0omeulTBt5cO9bAlB_zDS7u?usp=sharing


ChatGPTを使う

• ChatGPTに「日本の町内会では
役員の高齢化が進んでいますが、
代わりに担ってくれる若い人が
いなくて世代交代できません」
と質問したところ、５つの提案
がありました。

• 使い方を説明しますので、興味
のある学生は試してください。

• 予め、Googleアカウントをつ
くっておくことを勧めます。

https://openai-chatgpt.jp/
にアクセスします

①クリック

②クリックした後、
Googleアカウントで

サインイン
③質問を書く

④クリックする
と生成が始まり
ます。途中で止
まったら「生成
を続ける」をク

リック

⑤回答してくれる場合もあり
ますが、エラーは頻発します。
エラーが続く場合は質問の文
章を変えるか、諦めましょう

https://openai-chatgpt.jp/


ChatGPTの回答

1. 若者が関心を持つ活動を開催

2. SNSを使って若者に情報発信

3. 学校や大学と連携してリーダー

シップ育成プログラムを実施

4. 関心を持つ人を積極的に役員に

する

5. 役員による若者の指導や育成を

実施
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